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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱器ベースと関連して用いられるように構成され、壁に、少なくとも１つの水平に差
し向けられたガスポートが設けられた水チャンバであって、
　前記少なくとも１つのガスポートの内縁部から前記水チャンバ内へ延びる細長い流れ管
を有し、前記流れ管の遠位端部には、前記水チャンバの前記壁から間隔をおいて開口部が
設けられ、該開口部は、前記遠位端部において上方を向いており、前記チューブの前記遠
位端は、滑らかな曲線形状をなす、
　ことを特徴とする水チャンバ。
【請求項２】
　前記水平に差し向けられた少なくとも１つのガスポートは、ガス入口ポート及びガス出
口ポートを有し、前記ガス入口ポートと前記ガス出口ポートの両方は、前水記チャンバ内
に延びる前記細長い流れ管を含む、
　請求項１記載の水チャンバ。
【請求項３】
　前記水チャンバは、前記ガス入口ポート管の前記開口部と前記ガス出口ポート管の前記
開口部との間にバッフルを更に有し、
　前記バッフルは、チャンバ壁又はルーフから下方に延び、且つ前記入口ポート管及び前
記出口ポート管が設けられた前記壁から前記ガス入口ポート管の前記開口部と前記ガス出
口ポート管の前記開口部との間まで延びる板であり、前記入口流れ管の開口部から前記出
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口流れ管の開口部へガスが直接流れるのを妨げる、
　請求項２記載の水チャンバ。
【請求項４】
　前記バッフルは、少なくともバッフルの下端が最大水レベルとして規定された高さより
も下に位置するように、前記水チャンバのルーフから下向きに、且つ入口ポート及び出口
ポートと向かい合う壁から内向きに延びる、
　請求項３記載の水チャンバ。
【請求項５】
　前記ガス入口ポート及び前記ガス出口ポートは、前記細長い流れ管を含み、この細長い
流れ管は、該流れ管の軸線を横切る方向を向いた開口部を有し、前記入口流れ管の前記開
口部及び前記出口流れ管の前記開口部は上方を向いている、
　請求項２記載の水チャンバ。
【請求項６】
　前記細長い流れ管は、前記流れ管から前記チャンバ内へと流体が流れ込むのを可能にす
る排出穴を有し、この排出穴は、前記流れ管の低い位置に位置決めされている、
　請求項１記載の水チャンバ。
【請求項７】
　前記細長い流れ管は、その上面に配置された、チャンバの充填を助けるための抽気孔を
有する、
　請求項１に記載の水チャンバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガス（気体）を加湿するための水チャンバに関し、特に、「スライドオン（
摺動装着）」式加湿器及びＣＰＡＰ装置用の水チャンバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術において、加熱器ベースと加熱器ベースに装着される使い捨て加湿器チャンバ
とを有する加湿システムが周知であり、この使い捨て加湿器チャンバ内で、一回分の水（
又は水供給源）を加熱器ベースにより加熱することができる。このようなシステムの一例
が、米国特許第６，３９８，１９７号明細書に記載されている。入口からチャンバを通っ
て出口に流れる空気は、水供給源からの水の蒸発によって加湿される。空気を加湿するた
めの低抵抗流路を設け、チャンバ内の圧力損失を最小限に抑えることが望ましい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この種の加湿器チャンバは、現在においても、コンパクトで携帯型の換気装置、例えば
閉塞性睡眠時無呼吸症候群の家庭内治療用の装置（ＣＰＡＰ装置）に用いられている。こ
れら装置は、空気流がＣＰＡＰ装置の空気ブロワから加湿器チャンバに直接送り出される
とき、これが加湿器チャンバ内で大きな騒音を発生させる場合があるという特別な問題を
提起する。さらに、ＣＰＡＰ装置がスライドオン式加湿チャンバと併用され、この装置に
チャンバを１回の摺動運動で連結させる場合には、入口ポート又は入口及び出口ポートは
、チャンバの側部を貫通して水平に設けられる。これらポートをチャンバの側部に設ける
ことにより、チャンバがこの中に水を入れた状態で傾けられると、チャンバから水がこぼ
れ出る可能性が著しく大きくなる。これは、水が入口ポートを通って流出してＣＰＡＰ装
置の空気ブロワ内に流入する恐れがある場合に特に問題である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、少なくとも上述の欠点を解決する何らかの手段を提供し
又は少なくとも一般大衆に有用な選択肢を提供する水チャンバを提供することにある。
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【０００５】
　第１の特徴では、本発明の要旨は、加熱器ベースと関連して用いられるようになった水
チャンバであって、該水チャンバの壁には、少なくとも１つの水平に差し向けられたガス
ポートが設けられ、前記水チャンバは、前記少なくとも１つのガスポートの内周部から前
記水チャンバ内へ延びる細長い流れ管を有し、前記流れ管の遠位端部のところには、前記
水チャンバの前記壁から間隔をおいて開口部が設けられ、該開口部は、前記流れ管の軸線
を横切る方向を向いている、水チャンバにある。
【０００６】
　好ましくは、前記水チャンバは、ガス入口ポート及びガス出口ポートを有し、前記ガス
入口ポートと前記ガス出口ポートの両方は、前記細長い流れ管を含む。
【０００７】
　好ましくは、前記水チャンバは、前記ガス入口ポート管の前記開口部と前記ガス出口ポ
ート管の前記開口部との間にバッフルを更に有する。
【０００８】
　好ましくは、前記バッフルは、前記水チャンバのルーフから延び、前記バッフルは、前
記水チャンバを使用のために所期の最大水レベルまで満たしたときに前記水チャンバ内の
水面下で終端する。
【００１０】
　好ましくは、前記ガス入口ポート及び前記ガス出口ポートは、前記細長い流れ管を含み
、この細長い流れ管は、該流れ管の軸線を横切る方向を向いた開口部を有し、前記入口流
れ管の前記開口部及び前記出口流れ管の前記開口部は、上方に向いている。
【００１１】
　本発明と関連した当業者であれば、特許請求の範囲に記載された本発明の範囲から逸脱
することなく、本発明の構成の多くの変更、本発明の多種多様な実施形態及び本発明の用
途の多くの変更を想到できよう。本明細書における開示内容及び記載内容は、純粋に例示
であって、いかなる意味においても本発明を限定するものではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　説明を分かりやすくするため、以下は、本発明をＣＰＡＰ装置に装着可能な水チャンバ
に利用したものとして説明する。しかしながら、本発明は一般に、取り外し可能な水チャ
ンバを有する加湿装置であればどれにでも利用できる。図１及び図７を参照すると、ＣＰ
ＡＰ装置又はインライン型加湿器に使用するのに適した２つの形式の水チャンバが示され
ている。これらチャンバは、同じスライドオン動作で水チャンバへのガス入口及び（又は
）ガス出口連結部を構成するスライドオン式チャンバを受け入れるように構成された装置
への使用に特に適している。
【００１３】
　図１に示すチャンバ１は、熱伝導性ベース２によって包囲された底部の開口しているプ
ラスチック容器７で作られ、水平方向に整列したガス入口３と実質的に平行なガス出口４
を有している。図１～図４を参照すると、本発明の水チャンバは好ましくは、チャンバ壁
の周縁からチャンバ内部へ内方に延び、好ましくは全体としてテーパした本体を有する入
口延長管５及び出口延長管６を有している。入口延長管５及び出口延長管６は好ましくは
、チャンバシェル７と同一の透明な熱可塑性材料から成形される。
【００１４】
　入口／出口延長管を設けることにより、チャンバ周りの空気流により生じる騒音が著し
く減少することが判明した。しかしながら、流量が高い場合、水滴又は水しぶきが空気流
中に同伴されるようになり、チャンバ出口から運び出される恐れがある。これは、水チャ
ンバが多量の液体を収容し、水面がチャンバ出口の近くに位置している場合に特にそうで
ある。この状況は、ＣＰＡＰ装置又はインライン型加湿器の出口ポートを患者投与導管か
ら切り離した場合、回路抵抗が低くなり、その結果、流量が著しく高くなるので、問題に
なる恐れがある。さらに、投与導管が連結されていない場合、ガス流中に同伴された液体
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が、加湿装置から直接放出される場合がある。この問題は、本発明を具体化したチャンバ
では軽減される。
【００１５】
　使用時には、空気を入口ポート３経由でチャンバ内に導入し、この空気は、入口延長管
５を流下する。このガス（空気）流は、入口延長管５の上方に向いた出口１１から出ると
、チャンバ内で水面から遠ざかる方向に差し向けられ、水跳ね又は水同伴が生じる恐れが
最小限に抑えられる。ガス流がチャンバに入ると、このガス流は、チャンバのルーフから
逸らされて水供給源からの水の蒸発により加湿される。加湿された空気は、チャンバから
出口延長管６の上方に向いた入口１２を通って流れて出口ポート４から出る。出口延長管
６の上方に差し向けられた入口１２により、水面から出口ポート４への跳ね掛けが生じる
恐れのある直接的な経路が存在しなくなる。排出穴３４が、延長管の底部に設けられてお
り、この排出穴は、水が充填後にチャンバ内に戻ることができるようにし又は蓄積した凝
縮水又はしぶきを使用中排出できるようにする。好ましくは、延長管の形状及び向き並び
に排出穴の位置は、排出穴が最も低い箇所に位置し、流体が排出穴に向かって流れてチャ
ンバ内へ戻るようなものである。
【００１６】
　延長管は、本発明のチャンバの効率を向上させるためにチャンバを通って流れるガスの
内部圧力損失を最小限に抑えるよう形作られている。チャンバの側部から見て最も遠くに
位置する延長管の端部は、ガス流に対する抵抗を最小限に抑えるよう滑らかな曲線の状態
に形作られている。
【００１７】
　本発明は、入口延長管と出口延長管との間に設けられていて、ガスが入口延長管の出口
１１から出口延長管の入口１２に直接流れることによりチャンバを短絡するのを阻止する
ようにする下方に延びる中央バッフル又はリブを更に有するのがよい。バッフルが存在し
ている状態では、ガスは、曲がりくねった経路を辿ってチャンバを通って流れている間に
適度の加湿を確実に受けるが、チャンバ内の圧力損失を許容できないレベルまで増大させ
ることはない。バッフルは好ましくは、チャンバのルーフから下方に且つ入口／出口ポー
トと反対側のチャンバ壁の部分から内方に延びる。好ましくは、バッフルの寸法は、この
バッフルによりガス流がチャンバを通って曲がりくねった経路を辿るが、出口延長管６の
入口１２に入るしぶきに対して追加のバリヤとなるようなものである。しぶきが延長管に
入る恐れが最も高いのは、水位が最も高いときであり、バッフルは、チャンバが満杯状態
のときにバッフルが水位の下で終端するように下方に延びているのがよい。上述のガス流
路は、図３に矢印１３で示されている。
【００１８】
　変形例として、入口延長管の出口及び（又は）出口延長管の入口が向く方向は、種々の
結果を達成する上で様々であってよいことが想定される。例えば、延長管の内端部のとこ
ろの開口部を任意の方向に向くように延長管の軸線回りに回転させることができる。さら
に、入口管及び出口管の開口部が向く方向は、同一でなくてもよい。かかる構造（例えば
、相互に遠ざかる方向に向く構成）は、しぶき発生の恐れを減少させると共にバッフルが
設けられている場合にしぶきが延長管の開口部に入る恐れを減少させるのに特に適してい
る場合がある。
【００１９】
　好ましくは、少なくとも１本の延長管は、チャンバを上に傾けた状態でのチャンバの充
填を助ける空気抜き又は抽気孔を有する。抽気孔は好ましくは、延長管の頂面に且つ好ま
しくはチャンバ壁に連結された延長管の端部寄りに設けられる。図４を参照すると、好ま
しくは、抽気孔８は、タンク又はチャンバを充填のために上に傾けたとき、抽気弁高さが
水チャンバにとって好ましい充填高さ９と一致するように位置決めされる。この特徴は、
水チャンバの過剰充填の阻止を助ける。
【００２０】
　更に、延長管５，６は、水位線１０により示されるようにチャンバの傾斜の際、ガス入
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口及びガス出口を通る水の逆流を止める堰としての役目を果たす場合がある。抽気孔８を
出口延長管６にのみ設けて、入口延長管５には設けないのがよい。これにより、チャンバ
の傾斜時に生じる入口ポート３を通る水の逆流が阻止される。しかしながら、これは又、
入口延長管と出口延長管に互換性がないことを意味し、従って製造するのに追加の装置設
備が必要になろう。
【００２１】
　先の説明は、互いに平行であって且つ隣接した円形入口／出口ポートを有する好ましい
実施形態の詳細を与えるものであるが、本発明の精神から逸脱することなく他の構成が可
能であることが想定される。例えば、チャンバの入口／出口ポート及び連結マニホルドは
、非円形断面を有すると共に（或いは）対称でなくてもよい。
【００２２】
　組立てを容易にするため、入口延長管及び出口延長管は、これらのそれぞれの水チャン
バ入口又は出口にスナップ嵌め関係をなすものとして設けられ、従って、これら延長管を
入口又は出口を通ってチャンバに押し込むことができ、十分な力を加えると、実質的に水
密且つ堅固な状態にスナップ嵌合できるようになっている。
【００２３】
　この目的のため、水チャンバの入口ポート３及び出口ポート４は、図５及び図６に示す
ようにその内端部のところに内方に垂直に延びる環状フランジ１４を備えるのがよく、入
口／出口延長管は、全体としてテーパした管状本体の一端部から同様に垂直に外方へ延び
るフランジ１５を有するのがよい。これらフランジは、嵌合及び組立て状態では一緒にな
って密封フランジとしての役目を果たす。延長管を並進運動と回転運動の両方が起きない
ように組立て状態に保持するため、幾つかの固定機構を設けるのがよい。いずれの場合に
おいても、固定機構を入口／出口（チャンバの入口／出口のこと）又は入口／出口延長管
のいずれかに設けるのがよい。しかしながら、これら固定機構は、両方のコンポーネント
が射出成形されるようになっているので延長管に設けられるのが好ましく、チャンバ入口
／出口の内面に設けられる或る特定の突起の射出成形は、延長管の外面に設ける場合より
もかなり困難である。延長管を並進運動しないよう固定すると共に密封フランジ相互間の
密封状態に固定するためには、複数個の保持クリップ突起１６を入口／出口フランジ１４
と協働する延長管の管状本体の周縁に沿ってぐるりと間隔をおいて設けるのがよい。特に
製造を容易にするため且つ単純な２部品射出成形を保証するため、切欠き１７が突起１６
に隣接して延長管のフランジ１５に設けられる。
【００２４】
　延長管を定位置にスナップ嵌めしたときに延長管を回転運動が生じないように保持する
ため、１つ以上の位置決め突起１８を管状本体の外面に外方且つ垂直に延びるフランジ１
５に隣接して且つこれと連続して円周方向に分布した状態で設けるのがよい。位置決め突
起１８は好ましくは全体として、円周方向と軸方向の両方向においてテーパしている。相
補形状の切欠き１９がチャンバ入口及び出口の内方に延びるフランジ１４に設けられてい
る。延長管を嵌める際、突起１８を切欠き１９と位置合わせし、そして延長管を完全に挿
入すると、突起１８は、切欠き１９と緊密な摩擦嵌め関係になり、それにより完全でなく
ても実質的な密封が得られる。水チャンバ内への延長管の正しい位置決め及び密封を保証
するよう用いられる機構は、多くの形態を取り得ることは理解されよう。当業者であれば
、多くの代替手段、例えば、接着部、種々の形態のプラスチック溶接及び種々の形態のク
リップ止め手段及び突起を想到できよう。上述の説明は、特定の好ましい一実施形態につ
いてのものであり、いかなる点においても本発明を限定するものではない。
【００２５】
　上述した水チャンバの構造は、製造するのが簡単であり、プラスチック部品の各々はそ
れ自体、簡単な射出成形が可能であることは容易に理解されよう。したがって、本発明の
水チャンバは、顕著な利点を提供する一方で、既存のチャンバよりもそれほど費用がかか
るわけではない。
【００２６】
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　図７に示す水チャンバ２０は、上述のチャンバ１の変形例であり、このチャンバ２０は
、チャンバ１と実質的に同じように機能することは理解されよう。チャンバ２０は、透明
なプラスチックシェル２１及び熱伝導性ベース２２を有している。シェル２１と熱伝導性
ベース２２は、周辺フランジ２３のところで互いに連結されており、この周辺フランジは
、上述のチャンバ１の場合と同じ仕方でＣＰＡＰ装置とスライドオン連結する際、固定フ
ランジとして役立つ。チャンバ２０は、使用中、ＣＰＡＰ装置のブロワノズルに被さる水
平方向に整列するガス入口２４を有している。ガス出口２５が、チャンバ２０のルーフに
設けられている。ガス出口２５は、標準型呼吸回路継手に対応するようになっているのが
よい。
【００２７】
　図８を参照すると、水チャンバ２０は、断面で示されている。本発明では、水チャンバ
２０は、ガス入口２４の周縁からチャンバ内部に内方へ延びる入口延長管２６を有してい
る。最も好ましい実施形態では、このチャンバは、ガス出口２５と入口延長管２６の終端
部との間に設けられていて、ガスが延長管２６から出口２５に直接流れることによりチャ
ンバを短絡することがないようにする下方に延びる延長バッフル２７を更に有するのがよ
い。バッフル２７の下縁部２８は好ましくは、入口延長管２６の下縁部よりも下に延びて
いる。バッフル２７が定位置にある状態では、ガスは、一層曲がりくねった経路を辿って
チャンバ２０を通って流れている間に適度の加湿を確実に受けるようになる。
【００２８】
　使用にあたり、空気は、ＣＰＡＰ装置のブロワから取り込まれ、又はチャンバが標準型
加湿回路内に用いられている場合、換気装置から入口２４を通って取り込まれる。空気が
入口延長管２６を通って流れているとき、矢印２９で示すように、空気には全体としてブ
ロワにより提供される場合よりも一層制御された層流が与えられる。ガス（空気）流は、
入口延長管２６の上方に向いた出口３５から出ると、チャンバ内の水面から遠ざかる方向
に差し向けられ、それにより、水跳ねが起こる恐れを最小限に抑えると共にガス流が一層
曲がりくねった経路を辿るようにする。空気は最終的に、矢印３１で示すように出口２５
を通ってチャンバから出る。
【００２９】
　排出穴３４が、延長管２６の底部に設けられ、この排出穴は、水が充填後にチャンバ内
に戻ることができるようにし又は蓄積した凝縮水又はしぶきを使用中排出できるようにす
る。好ましくは、延長管の形状及び向き並びに排出穴の位置は、排出穴が最も低い箇所に
位置し、流体が排出穴に向かって流れてチャンバ内へ戻るようなものである。加うるに、
入口延長管２６は、チャンバ２０の傾斜の際にガス入口２４を通る水の逆流を止める堰と
しての役目を果たす。入口延長管２６の構造及び機能は、チャンバ１に利用されるものと
して上述した入口延長管と実質的に同一である。
【００３０】
　組立てを容易にするため、延長管２６は、入口２４にスナップ嵌め関係をなすものとし
て設けられ、従って、この延長管を入口２４を通ってチャンバに押し込むことができ、十
分な力を加えると、実質的に水密且つ堅固な状態にスナップ嵌合できるようになっている
。入口延長管２６をチャンバ２０にどのように取り付けるかについての詳細は、上述した
やり方と実質的に同一である。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の好ましい一実施形態の水チャンバの斜視図である。
【図２】図１の水チャンバの断面側面図である。
【図３】水チャンバの内部詳細を示す図１の水チャンバの斜視図である。
【図４】図１の水チャンバを使用中におけるこの中に収容された水と共に且つ傾き状態で
示す断面側面図であり、ガス入口３を通る漏れの恐れを減少させる際における入口延長管
５の動作原理を実証する図である。
【図５】本発明の好ましい実施形態の延長管の斜視図である。
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【図６】本発明の好ましい実施形態の延長管の側面図である。
【図７】本発明の別の好ましい実施形態の水チャンバの斜視図である。
【図８】図７のチャンバの断面側面図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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